
第３学年 理科学習指導案

指導者 島 田 智

１ 単元名 エネルギー資源の利用

２ 単元の目標

（１）エネルギー資源について，意欲的に観察・実験，調べ学習を行い，日常生活や地球環境問題と関連
づけて考察し，有効利用や環境との調和を心がけようとする気持ちをもつことができる。

（２）地球温暖化などの環境問題を解決する手だてとしての，クリーンで持続可能なエネルギーを獲得す
るために，今後の科学技術の在り方と自分たちが身近にできることを考察することができる。

（３）地球環境問題をエネルギーの面からとらえ，従来のエネルギーと新エネルギーとの比較をしながら，
将来の生活やエネルギーの有効利用について発表することができる。

（４）エネルギー資源の枯渇や地球温暖化などの環境問題に対応できる新エネルギーのしくみや，有効利
用の方法を理解する。

３ 生徒と単元

〈 学習前の子ども 〉 〈 学習後の子ども 〉

（１）資質・能力面 （１）資質・能力面

①科学的な事象や経済活動等に興味・関心の高 ①エネルギー環境問題について，今までとは視点
い生徒が男子に多い。 を変えて学習に取り組むことができる。

②環境やエネルギーについての知識を豊富にも ②エネルギー環境問題について，一人一人の責任
っている。 や役割について基本的な理解を図り，社会全体

③エネルギー環境問題の解決に取り組もうとす で取り組まなければならない問題であることを
る意欲には個人差がある。 伝えることができる。

④自分の考えを分かりやすくまとめ，発表する ③環境意識を継続的にもち続けることができる。
ことを苦手としている生徒が多い。 ④学習で得た知識や技能を，小学生対象に発表す

⑤エネルギー環境問題の解決のための活動に参 ることで，生活の中で活用する力を高めること
加経験がある生徒が多い。 ができる。

⑤環境に関する様々な行動を，継続的に実践する
ことができる。

（２）内容面（知識・理解・先行経験） （２）内容面（知識・理解）

①これまでの環境学習から，環境問題とエネル ①持続可能な社会の構築を目指し，これから個人
ギーについての生徒の興味・関心はとても高 または地球規模で取り組んでいかなければなら
い。 ない問題をはっきり把握することができる。

②環境学習の一環として，火力発電所，風力発 ②環境との調和を図りながら，エネルギーを有効
電所を見学している。また，地球温暖化防止 利用する方法を考察することができる。
のためのワークショップに参加したり，様々 ③様々なエネルギー資源の長所と短所について問
な出前授業を体験し，世界の最先端技術を学 題を見出し，指摘することができる。
んでいる。また，国際理解から環境を考える ④効率よくエネルギー資源を利用する方法につい
こともできるようになり，環境意識の向上が て調べ，エネルギーのベストミックスについて
見られる。 自分の考えをもつことができる。特に原子力発

③社会科の時間では，２年生で「資源や産業か 電についての自分の考えをもつことができる。
ら見た日本の地域的特色」の単元で，水力， ⑤様々な発電法の簡単な原理と，長所・短所につ
火力，原子力発電についての学習を行ってい いての基本的な知識を身に付け，発表を通して
る。 有効な省エネルギーを実現させることの大切さ

④現在のエネルギー問題や環境問題について， を理解することができる。
少しでも自分が出来ることをしようとする気
持ちをもっている。



〈 本単元における具体的な指導の方策 〉

（１）目的意識をもった学習のために
①これまでの環境学習との関連を強く意識するようにさせる。
②これまでの環境学習の総まとめと本単元のまとめを同時に行うカリキュラムを組

み，環境問題解決への目的意識を科学的な視点でとらえるようにさせる。
③常に日常生活と関連づけて考えることができるよう，インターネット等の情報と自

分たちの日常生活とを結びつけて学習を進めるようにさせる。
④これまでに体験した発電所見学やワークショップを，エネルギーの有効利用に応用

するようにさせる。

（２）科学的に思考・判断・表現できる生徒の育成のために
①発電におけるエネルギーの変換を意識させ，「エネルギー変換率」を踏まえた考察

や，調べ学習を行うようにさせる。
②インターネットや書籍，新聞などから情報を収集し，整理し，自分の言葉でまとめ

るようにさせる。
③コンピュータを使ってのプレゼンテーション，グループ単位での演示実験のための

データ収集などの活動を通して，学び合いや練り合いを科学的根拠に基づいて行う
ようにさせる。

④自分たちの生活とエネルギーの結びつきを，物理的・化学的に考察するようにさせ
る。

⑤自分達の課題について探究したものをプレゼンテーションし，パネルディスカッシ
ョン的な学習で深めるようにさせる。

⑥プレゼンテーションソフトを使い，根拠となるデータや資料を提示しながら小学生
にも理解できるように発表するようにさせる。

⑦演示実験を通しての「説明活動」を行い，言語での表現力を鍛える。

小学校・中学校理科の「エネルギー」を柱とした内容の構成

小学校３年生 風船やゴムの働き 光の性質 磁石の性質 電気の通り道

小学校４年生 電気の働き

小学校５年生 振り子の運動
てこの規則性

小学校６年生 電気の働き
電気の利用

中学校１年生 いろいろな力の世界 光の世界 音の世界

中学校２年生 静電気と電流
電流のはたらき

中学校３年生 物体の運動
運動と力
いろいろなエネルギー
化学変化とエネルギー

エネルギー資源の利用
科学技術の進歩と人間生活

４ 総合的な学習の時間や教科等とのつながり（環境ＥＳＤカレンダー参照）



５ 単元の指導計画と評価の計画（総時間は８時間）

時 評 価 と そ の 方 法

学 習 内 容 生徒の主な学習活動

間 自然事象への 科学的な思考 観察・実験の 自然事象につ

関心・意欲・ 表現 技能 いての 知識・

態度 理解

総合的な学習の時間 「環境・エネルギー学習」

能代火力発電所・風力発電所見学

・身の回りのエ ①身のまわりではど ・エネルギー ・水力，火力， ・コンピュータ ・各発電方法

ネルギーとそ んなエネルギーが 資源や，水 原子力等に や資料を効果 のエネルギ

の作り方を調 使われているのか， 力，火力， よる発電の 的に活用し調 ー変換につ

べる。 エネルギーはどの 原子力等に 長所と短所 べている。 いて説明で

２ ようにして作られ よる発電に について問 （観察・記述 きる。

るのかを調べる。 関心をもち 題を見出し 分析） （記述分析）

②電気エネルギーは， それらを探 エネルギー

どのようにして作 究しようと の有効利用

り出されているの する。 について考

かを調べ，それぞ （観察） 察する。

れの発電の長所と （記述分析）

短所を調べる。

・効率よくエネ ①コ・ジェネレーシ ・調査の中で ・従来のエネ ・コンピュータ ・エネルギー

ルギーを使う ョンシステムなど エネルギー ルギーと新 や資料を効果 を効率的に

ためにはどう のエネルギーを効 を効率的に エネルギー 的に活用し調 利用するシ

すればいいの ２ 率的に利用するシ 利用できる を消費や環 べている。 ステムにつ

か調べる。 ステムについて調 システムに 境と結びつ （観察・記述 いて，例を

・資源・エネル べる。 関心をもち けて考察で 分析） 挙げて説明

ギーの大量消 ②従来のエネルギー そのしくみ きる。 できる。

費がもたらす とこれから期待さ を調べよう （記述分析） （記述分析）

ものは何か調 れるエネルギーを とする。

べる。 比較して調べる。 （観察）

・これまでの学 ①様々な発電法をモ ・意欲的に発 ・科学的な根 ・担当の実験を ・地球環境保

習のまとめを ４ デルを使って演示 表しようと 拠を示しな 小学生にも理 全のための

プレゼンテー 実験する。 している。 がら発表し， 解できるよう 科学的なデ

ションし，日 本 ②自分たちが調べた （観察） 議論できる。 に説明，演示 ータの意味

本のエネルギ 時 発電方法について ・学習したこと （観察・記述 できる。 を説明でき

ーについて考 ３ プレゼンテーショ を実生活に役 分析） （観察） る。

える。 ・ ンし，意見交換す 立てようとし ・エネルギー （記述分析）

４ る。 ている。 の有効利用

／ （記述分析） について自

４ 分の考えを

もつことが

できる。

（観察・記述

分析）



６ 本時の学習 （７，８／８）

（１）ねらい 代表的な発電についての調査結果を発表し，プレゼンテーションや討議から持続可能
な社会のためのエネルギーの有効利用について考えることができる。

（２）学習過程

過 程 学 習 活 動 教師の支援と留意点 評価とその方法

つかむ １ 本時の学習内容を確認する。 ・教師が進行しながら趣旨説明をする。

２ 実験モデルを用いて，発電のしか ・発電のしくみを小学生にも分かるように ・原理や仕組み
たを説明する。 説明させる。 を説明しなが

・小学生にも発電を体験するようにさせる。 ら，実験して
小学生と一緒に ・安全な実験を心がけるようにさせる。 いるか。

電気を作ってみよう （技能）
→観察

ひろげる ３ 趣旨にもとづき各班の発表をする。・発表の手順を説明し，効果的に発表を行 ・自分たちが調
うことができるようにさせる。 べた事項を分

どうする？日本のエネルギー ・各グループは，発表に必要な資料やコン かりやすく発
自然エネルギー ピュータ等を準備しておく。 表しているか。

VS ・発表の中で疑問に思ったことや発見した （技能）
原子力発電 ことをメモしながら聞くようにさせる。 →観察，資料分

析
・発表するデー

①太陽光発電 タの科学的な
②風力発電 意味を理解し
③地熱発電 ているか。
④原子力発電 （知識・理解）

→観察，資料分
析

ふかめる ４ 各発電からパネリストを立て，日 ・太陽光発電，風力発電，地熱発電を「自 ・科学的な根拠
本のエネルギーについて議論をす 然エネルギー派」とし，「原子力エネルギ に基づいて，
る。 ー派」と対立させ，議論を進めるように 議論がなされ

させる。 ているか。
・自然エネルギー派は各１名，原子力発電 （科学的な思
派は３名のパネリストで，議論を進める 考・表現）
ようにさせる。 →発表

・議論では，事前に準備した質問もさせ，
活発な意見交換ができるようにさせる。

・フロアからの意見も拾うようにする。
・小学生からの質問も受け付ける。

５ 学習のまとめをする。 ・フロアの中学生に考え方の変化を発表す ・エネルギーの
るようにさせる。 有効利用につ

・小学生は感想を発表するようにさせる。 いて自分の考
えをまとめて
いるか。

（科学的な思考
・表現）

→学習シート・
発表


